
技術分野／ システム制御   

（テーマ名） サンプル点間応答を考慮したディジタル制御系の解析・設計 

 

（シーズ概要） 

図に示すような、連続時間で動作する制御対象を離散時間で動作するコントローラで制御する制

御系を考える場合、従来手法の多くはサンプル点上における挙動のみに着目して解析や設計を

行ってきました。しかしながら、制御系の性能を厳密に考える際は、サンプル点上における飛び

飛びの挙動ではなく、連続的に変化するサンプル点間の挙動を重視する必要があります。本テー

マは、そのようなサンプル点間応答や、サンプリングによるエイリアシングの影響を厳密に考慮

した制御系の解析や設計を可能とするものです。 

（研究成果の産業への展開例） 

直接的な事業化というよりは、制御系を設計される際に、これまで制御理論の分野で培われてき

た手法を使ってアシストさせて頂くという形がメインになるかと思います。上に述べたテーマ

は、サンプリング周期を十分短く取れない場合や、サンプル点間のリップルを軽減したい場合に

とくに有効です。周波数応答の概念に基づく解析手法や設計手法も確立されており、ロバスト制

御や H∞制御なども適用可能です。 
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